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抄録

サクラ 7 スの 1才魚は，スモルトに最もなりやすい尾文長範囲があって，小さくても大きすぎてもス

モルト化率は低下するものと思われる。雄は雌に比較して成熟しやすい性質を持っており，スモルト化

を促進するためには成長を抑制する必要があると考えられる。

また，自然の河川では，サクラマス稚魚の棲息密度と餌料生物との関係、が，スモルト化の要因のひと

つとして作用するようである。
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